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柔道の理念と地域を繋ぐ社会貢献～桂川流域クリーン大作戦へ参戦～ 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

明治国際医療大学（京都府南丹市日吉町）の柔道部員 16 名、監督（教

授）1 名の計 17 名は、来る 2015 年 2 月 22 日（日）の 8:30 から第 8回桂

川流域クリーン大作戦に参戦いたします（雨天 3／1（日）へ延期）。なお、

本学柔道部は、南丹市市民提案型まちづくり活動（園部町お掃除プロジ

ェト）を展開しており、今までに以下のような活動を行いました。詳細

については、ブログ（https://meikokujudo.wordpress.com/）をご覧ください。 

① 2014 年 6 月 8 日（日）南丹市園部町小山東町（平成台 2 号公園） 

② 2014 年 7 月 9 日（水）南丹市園部町木崎町（木崎町全域） 

③ 2014 年 9 月 23 日（日）南丹市園部町小山東町区内・平成台 2 号公園 

④ 2015 年 2 月 7 日（土）南丹市園部町木崎町（木崎町全域） 

本活動を多くの方々に知っていただくことが今後の活動において非常

に大切です。また、南丹市から全国へ波及できれば幸いです。つきまし

ては、ぜひともお立ち寄りいただきますようご案内申し上げます。 

日  時： 2015 年 2 月 22 日（日）8:30～11:30 

      8:30 受付開始・団体毎整列 

9:00 主催者あいさつ・注意事項説明  

               9:30 清掃作業開始 

   11:00 集めたゴミ袋を指定場所に集積 

       11:30 受付へ用具返却・団体毎に受付へ終了報告・解散 

集合場所：南丹市園部駅前橋 
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【本件に関するお問い合わせ先】京都府南丹市日吉町保野田 TEL：0771-72-1181 FAX：0771-72-1189 

明治国際医療大学 広報推進室 広報推進課 水谷和江 

【取材に関するお問い合わせ先】京都府南丹市日吉町保野田 TEL：0771-72-1181 FAX：0771-72-1189 

明治国際医療大学 保健医療学部 柔道整復学科 スポーツ科学講座 林弘典 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

※本広報資料は、ご自由にご転送・ご引用ください。 

 <プレスリリース配信元：明治国際医療大学 http://www.meiji-u.ac.jp/> 

 

http://www.meiji-u.ac.jp/


 

活動の背景 

柔道の創始者である嘉納治五郎師範の遺訓に、「柔道は、心身の力を最も有効に使用す

る道である。その修行は攻撃防禦の練習に由って身体精神を鍛錬修養し、斯道の神髄を

体得する事である。そうして是に由って己を完成し、世を補益するが柔道修行の究竟の

目的である」とあります。つまり、社会貢献こそが柔道修行の究極の目的とされています。 

本学保健医療学部では、柔道が必修であり、授業の一環として年数回、学内や JR 鍼灸大学

前駅を清掃することによって、身近な社会貢献を果たしています（柔道部においても）。さらなる

社会貢献を目指し、2014年 1月 23日に園部駅周辺の清掃を行いました。また、少人数ですが、

3名で木崎町の清掃活動を行いました（5回：2014年 5月 14・21・27日、6月 4・11日）。 

学外での清掃活動は広範囲であるため、我々だけでの力では十分な成果が出せないことを

痛感しました。また、「自分の住む町は自分で守る」という意識を芽生えさせることが継続的な活

動に結びつき、将来重要であると考えました。そこで、園部町の住民と協働して清掃活動を行う

ことによって、より大きな成果を得ることができ、継続的な活動に発展できると思いました。これは、

園部町や園部町に住む本学学生や教職員にとって非常に有益です。 

   

学内清掃           柔道場の清掃          柔道部の学内清掃 

   

JR園部駅の清掃        小山東町の清掃           木崎町の清掃 

清掃活動による社会貢献を目指す理由は、「割れ窓理論」と大きく関係しています。こ

の理論では、治安が悪化するまでの経過が以下のように説明されています。 

(1) 建物の窓が壊れているのを放置すると、それが「誰も当該地域に対し関心を払ってい

ない」というサインとなり、犯罪を起こしやすい環境を作り出す。 

(2) ゴミのポイ捨てなどの軽犯罪が起きるようになる。 

(3) 住民のモラルが低下して、地域の振興、安全確保に協力しなくなる。それがさらに環

境を悪化させる。 

(4) 凶悪犯罪を含めた犯罪が多発するようになる。 

この理論に基づいて対策を講じた成功例として、ニューヨーク市の犯罪率低下（徹底

した落書き消しと軽犯罪の取り締り）、札幌中央署の犯罪率低下（駐車禁止などの軽犯

罪の取り締り）、東京ディズニーランド・ディズニーシー（汚損した箇所の迅速な修理）

の従業員や来客のマナー向上が挙げられます。園部町においても、ゴミのポイ捨て状況

をなくすことによって、住民のモラルが向上し、生活環境や教育環境が改善し、より住

みやすい町になることが期待できます。 


